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“The Modern Industrial Heritage Sites in Kyushu and Yamaguchi” is a unique serial national property clustered within, 
or related to, the Kyushu-Yamaguchi region, Japan. This was included into Japan’s tentative list for nomination to the 
World Heritage List on January, 2009. The Operational Guidelines for the Implementation of the World Heritage 
Convention mentions Pressures of “Development”, “Environment”, “Visitor/ tourism“ and “Natural disasters” as 
Factors that affects the Property State and Conservation. In this paper, the summary of the “The Modern Industrial 
Heritage Sites in Kyushu and Yamaguchi” would be told, and the past disaster, disaster measures and the future 
problem in Northern Kagoshima City, where one of the nomination’s serial areas, “Area 2 Shuseikan pioneer factory 
complex, Kagoshima” would be considered.  
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１．はじめに 
 
世界遺産条約1)は､顕著な普遍的価値を有する文化遺産及び自然遺産の保護を目的とし、1972年にユネスコ
総会において採択された国際条約である。世界遺産条約履行のための作業指針2)，3)では、保全状況と資産へ
影響を与える諸条件として､「開発・環境問題・観光による圧力」とともに「自然災害と危機対策」につい
て記載されている。「九州・山口の近代化産業遺産群」は、短期間で成し遂げられた日本の近代化に貢献し
日本の西南地域にある九州・山口地域に広がる特異な一連の資産群であり、2009年1月には、ユネスコの世
界遺産暫定一覧表4)に記載されている。本稿では、「九州・山口の近代化産業遺産群」の提案概要、構成資
産候補の位置する地形・地域特性を分類し、8つのAreaの中から、Area2集成館に着目し、鹿児島市磯地区周
辺での過去の災害や降雨による土砂災害に関する防災対策を述べる。さらに、降雨による土砂災害予知に関
する研究事例5)～8)について述べる。 
 
２．「九州・山口の近代化産業遺産群」とは 
 
(1)概要 
「九州・山口の近代化産業遺産群」9)，10)は、シリアルに構成される日本の資産であり、1850 年から1910 
年にかけて築かれた近代化産業遺産とその社会的経済的背景を共有する、同じ歴史的文化的範疇に属する構
成資産から成り立っている。本資産は、東西文化のユニークな交流を証言する、統一され一貫性のある建造
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 図 1  萩反射炉 
図 2 旧集成館機械工場 
物や遺跡群が九州・山口の地域内ならびに関連地域に散在する集合体である。日本が世界的な経済大国にな
る実質的な原動力となった技術発展を通して、この東西文化の独特な交流というものが日本の社会や経済を
形作っていった。 
日本人自らの手で、日本の在来技術と独学による欧米の技術とを融合させた近代化の試みは、結果として
わずか半世紀後に日本をアジアにおける最初の近代化達成国にし、ついには経済大国に押し上げる原点とな
った。これは、現在も「アジアの奇跡」として高く評価されている。 
 
(2)評価基準への適合 
 当提案で適用を検討している評価基準11)及びその評価9)は表1のとおりである。 
 
表1 当提案で適用を検討している評価基準11)及びその評価9)  
ユネスコの評価基準 「九州・山口の近代化産業遺産群」の提案内容・評価 
ⅱ)ある期間、あるいは世界のある文化圏
において、建築物、技術、記念碑、都市
計画、景観設計の発展における人類の価
値の重要な交流を示していること。 
1850～1910年の間における西洋文化から東洋文化への技術移転のユ
ニークな過程や反響を証言する一貫した一連の有形資産群である。これ
は後に重工業の基盤を提供し、日本を世界的な経済大国に押し上げる原
動力となった技術の発展を通して、日本の社会・経済を形作った。 
ⅲ)現存する、あるいはすでに消滅した文
化的伝統や文明に関する独特な、あるい
は稀な証拠を示していること。 
 
東アジアの小国日本に現在も息づく、最先端の産業文化の伝統を証言
するものとして、ユニークで例外的なものである。19世紀後半の伝統技
術と西洋技術による近代化の試みに始まる日本の近代化の技術は現在ま
で引き継がれており、世界の経済大国の1つとして発展している。 
ⅳ)人類の歴史の重要な段階を物語る建築
様式、あるいは建築的または技術的な集
合体または景観に関する優れた見本であ
ること。 
人類の急激な変化の時代を表す、技術的な集合体の卓越した例であ
る。ヨーロッパから始まった工業化の波が、世界を半周し、外国からの
情報が統制された島国へ伝播したという人類の歴史上の先駆的かつ意義
深い段階を描くものである。 
  
(3)構成資産候補の概要 
構成資産候補は、日本の重工業化の過程を示す8つのArea、28の遺産群によって成り立っている（表2）。
Area1～4は近代化以前の状況を示す遺産群から成り立ち、また、Area5～8は、重工業化によって景観と社会
に対してもたらされた激しい変革の結果を示す遺産群から成り立っている。本シリアルノミネーションは、
地理的に分散しながらも、時代、テーマ、組織において関連しあう近代産業化の例である。その地理的範囲
と全体規模が、顕著で普遍的価値を示すすべての意義深い要素を完全に表現するのに十分なものであること
を確実にするために、一連の構成資産が必要不可欠である。 
 
a) Area1 萩の工業化初期の時代の関連資産と徳川時代の文化的背景 
 工業化初期の時代の資産は、実験用の反射炉（1856年）（図1）と、
1856年、1860年に西洋式船の建造に先駆的な役割を果たした造船所跡
（これに関連する伝統的たたら製鉄所を含む）から成る。また、こうし
た資産は、萩城を含む徳川時代の城下町に見られる伝統的な階級的社会
経済景観の本質的な背景を示す資産によって補完されるものである。長
州藩は、薩摩藩や佐賀藩とともに西洋の知識を習得し、近代化の先駆者
として、また1868年の明治維新の立役者としての役割を担った。 
 
b) Area2 集成館の先駆的工場群 
  反射炉（1857年）、機械工場（1865年）(図2)、紡績所技師館（1867 
年）を含む集成館事業の先駆的工場群（1854/67年）。関連する紡績工
場の遺構などもある。これらは、日本で最初の工業コンビナートであり、
薩摩藩主が所有し開発を行った。ここでの産業としては、造船、大砲鋳
造、製鉄、また小銃、陶磁器、織物（船の帆用）、ガラス製品、食料の
製造、出版業、医療の分野と多岐に渡り、最盛期には1,200人が集成館
で働いていた。反射炉での使用のため耐火煉瓦が製作され、良質の陶器
やガラス製品はさらなる産業発展のための財源の一助となった。 
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図 3 三重津海軍所跡 
c) Area3 佐賀 
 三重津海軍所跡（1858年）が含まれ、修船場や造船
場もあったとされる。日本で最初の実用的な蒸気船の
建設に成功した場所であり、高い完全性を持つようで
ある。佐賀藩は鍋島家によって260年もの間統治され、
現在の佐賀県と長崎県のほとんどにまたがっていた。
佐賀藩は福岡藩とともに、外国との窓口の一つであっ
た長崎港の警護の任を担っていた。このため、佐賀藩
は西洋式反射炉の建設を日本で最初に経験することと
なった。 
 
d) Area4 橋野鉄鉱山と製鉄遺跡 
 鉄鉱石の採掘業、製鉄業に関する先駆的産業景観で
あり、3つの溶鉱炉（1858年）(図4は三番高炉)が相当
の形で現存している。鉄鉱石（従来のたたら製鉄でつ
かわれた砂鉄ではなく磁鉄鉱を利用）を使った西洋式
の溶鉱炉技術の導入に成功した証拠となるものである。
鉄鉱石（磁鉄鉱）の採掘跡が、水路、水力動力施設、
採石場、種焼窯、山の神様を祭った神社、木炭の原料
供給源となった森林地区などの様々な資産とともに含
まれている。橋野高炉を中心とする釜石の近代製鉄の
歴史は、九州とのつながりを持ち、のちの八幡製鉄所
の開発の成功に影響を与えた。 
 
e) Area5 三菱造船所施設、炭坑の島、その他関連資   
産 
日本で最も初期の西洋式修船場のひとつである小菅
修船場（1868年）、現在稼動している三菱重工業㈱長
崎造船所内の向島第3ドック（1903年）、スコットラ
ンド製ハンマーヘッド型起重機（1909年）、長崎造船
所初期の現存する木型工場（現三菱史料館、1898年）、
西洋式迎賓館（占勝閣、1904年）から構成される。高
島炭坑は日本で最初に西洋技術を導入した炭坑であり
1881年に三菱の所有になった。端島炭坑（軍艦島）
（図5）は1890年に三菱の所有となり、1895年に新た
な海底炭田の採炭に成功した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 橋野高炉跡（三番高炉）             図 5 端島炭坑（軍艦島） 
Area 構成資産候補 No.
萩城下町 1A
恵美須ヶ鼻造船所跡 1B
萩反射炉 1C
1 萩の工業化初期
の時代の関連遺
産と徳川時代の
文化背景 大板山たたら製鉄遺跡 1D
旧集成館 2A
旧集成館機械工場 2B
2 集成館の先駆的
工場群 
 旧鹿児島紡績所技師館 2C
3 佐賀 三重津海軍所跡     3A
4 橋野鉄鉱山と 
製鉄遺跡 
橋野高炉及び関連施設  4A
向島第3ドック 5A
旧鋳物工場併設木型工場 5B
ハンマーヘッド型起重機 5C
占勝閣 5D
長 崎
造船所
小菅修船場 5E
高島炭坑 5F高 島
炭 田 端島炭坑 5G
5 三菱造船所施
設、炭坑の島、
その他関連遺産
旧グラバー住宅 5H
長州藩下関前田台場跡 6A6 下関砲台と条約
灯台 六連島灯台 6B
宮原坑施設 7A
三池炭鉱専用鉄道敷 7B
旧万田坑施設 7C
三 池
炭 田
三池港 7D
7 三池炭坑、 
鉄道、港湾 
三角西港 7E
旧本事務所 8A
修繕工場 8B
旧鍛冶工場 8C
8 八幡製鐵所 
遠賀川水源地ポンプ場 8D
表2 構成資産候補9),10)（2009年10月提言書時点） 
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 図 6 前田台場跡 
図 7 三池港 
図 8 八幡製鉄所旧本事務所 
 
f) Area6 下関砲台跡と条約灯台 
 2つの台場からなる前田砲台跡（図6）は、東西文化の交流という点
では重要な転機となった、1864年の下関四国艦隊砲撃事件の際に使わ
れた。また、六連島灯台（1872年）は、1866年に締結された条約の結
果、設置されたもので、外国人技術者の助力により多くの伝統的なビ
ーコンから西洋式の灯台へ移行したことを表している。 
 
g) Area7 三池炭鉱、鉄道、港湾 
三池炭鉱は長崎の高島炭田から技術移転された近代西洋技術を導入
して開発された2番目の炭鉱である。宮原坑竪坑櫓施設（1901年）、万
田坑竪坑櫓施設や多数の建造物（1909年）が現存する。三井は1891 
年に三池炭鉱鉄道を開通させ、三池炭鉱の主要坑と三池港間の1905 
年当初の鉄道路床が現存している。三池港（図7）は1908年に三井に
よって建設され、広い範囲にわたり埠頭の係留施設や、閘門と水路に
よって水位が調整される内港などの諸設備が現存している。炭坑、鉄
道、港湾は、西側の海岸線に沿って一貫した線状の炭鉱産業景観を形
成しており、日本で残存状態が最も優れた資産である。三池炭鉱の石
炭を輸出する役目を果たした三角西港（1887年開港）は、日本政府に
よって建設された3つの港湾の1つで、日本の石工技術が利用された。 
 
h) Area8 八幡製鐵所 
 現在の新日本製鐵八幡製鐵所内にある、日本で最初の近代的銑鋼一
貫製鉄所であり、1901年に操業を開始した官営製鉄所時代の主な建造
物を含む。旧本事務所（1899年）（図8）、修繕工場（1901年）、旧
鍛冶工場（1900年）から構成される。水力を供給した遠賀川水源地ポ
ンプ室（1910年）も、八幡製鐵所と関連する資産である。 
 
３．構成資産候補地区での過去の災害、防災対策 
 
 (1)地形特性・地域特性 
 提案する構成資産候補の建造物や遺跡群は、九州・山
口の地域内ならびに関連地域に散在している。図9に構
成資産候補Areaの位置図、図10に構成資産候補（表2に
対応）の地形・地域特性を示す。図10は横軸を地形特性
（山地部、沿岸・平野部）、縦軸を地域特性（工業地域、
住居地域、非住居地域）とし、各構成資産候補の特性を
表し、(Ⅰ)沿岸部に位置する工業地域（現役稼働施設含
む）、(Ⅱ)山地部、(Ⅲ)住居地域を含む地域等に分類し
た。Area2(2A～2C)は(Ⅲ)住居地域にある他の遺産Area
と比べ、あまり開発されておらず、山地部や沿岸部を含
む地域であることがわかる。Area7は(Ⅰ)山地(Ⅱ)住居
地域にある炭鉱施設(7A、7B)と沿岸部の三池港（7D）
が鉄道（7C）により結ばれ、一連のシステムとして産
業の機能を理解することができる。 
また、世界遺産条約履行のための作業指針2)，3)では、
表3「保全状況と資産へ影響を与える諸条件」が示され
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図9  構成資産候補Areaの位置図 
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 ており、いずれも地形・地域特性を踏まえた検討が
必要となる。次項ではArea2の位置する鹿児島市北部
での過去の災害や防災対策について述べる。 
 
 (2) Area2での地形特性、過去の災害 
集成館（Area2：2A～2C）は鹿児島市磯地区に位置
する日本最初の工業コンビナートである。図 11 は当
時の集成館古写真（尚古集成館蔵）、図 12 は現在の
鹿児島市磯地区の写真である。現在、集成館は文化
財保護法、山地部は自然公園法（第 2 種特別地域）、
都市計画法（寺山風致地区）、海側は自然公園法
（普通地域）により保護（表 3:4b-iに適用）され、自
然豊かな景観が維持されている。一方、鹿児島では
これまで降雨による土砂災害（斜面崩壊、土石流
等）が発生している（表 3:4b-iii に適用）。1993 年鹿
児島豪雨災害12)～14)では、死者行方不明者 121 名にの
ぼり、鹿児島市吉野町磯から三船の区間においても多
くの土砂災害が発生し、鹿児島県央と鹿児島市内を結
ぶ主要幹線道路の国道 10 号、JR 日豊本線も不通とな
った。図 13に 1993年豪雨災害時の状況写真（鹿児島
市竜ヶ水付近）、図 14 に崩壊分布と崩土の堆積範囲
を示す。図 14 は Area2 の保全管理に必要な範囲を検
討する際に作成した磯地区周辺の 3次元数値地図であ
る。図 13、図 14 より集成館が位置する磯地区は、
1993 年の土砂災害発生箇所と同様の地形（吉野台地
に降った雨水が鹿児島湾に流入）である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 12  現在の鹿児島市磯地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 13  鹿児島市竜ヶ水付近（1993年豪雨災害）13)   図 14  崩壊分布と崩土の堆積範囲（磯～三船）14) 
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図10 構成資産候補の地形・地域特性 
 
表3 保全状況資産に影響を与える諸条件2),3) 
4b 項 目 例 
i 
ii 
iii 
iv 
開発による圧力 
環境問題による圧力 
自然災害や危機対策 
観光による圧力 
侵食､農業､鉱業 等 
汚染､気候変動 等 
地震､洪水､火災 等 
ｵｰﾊﾞｰﾕｰｽ，渋滞 等 
 
 
図 11  集成館（1872年撮影 尚古集成館蔵） 
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図 15  磯地区周辺の 3次元数値地図 
 
 鹿児島県は実効雨量15)を用いた危険指標と
土壌雨量指数16)を用いた土砂災害警戒情報17)
を発表している。また、鹿児島県は土砂災害
が発生するおそれがある区域（土砂災害（特
別）警戒区域）について、土砂災害マップ18)
を公開し、「警戒避難体制の整備」、「特定
開発行為に対する許可制」など、ソフト対策
（工事によらない対策）を推進している。図
16にArea2周辺の土砂災害警戒区域、図17 
にArea2周辺の土石流危険渓流、急傾斜地崩
壊危険箇所を示す。図16、図17よりArea2の
構成資産候補は、急傾斜地の崩壊や土石流の
土砂災害のおそれがある区域であることがわ
かる。鹿児島市は土砂災害防止法に基づき、
鹿児島市地域防災計画19)において、土砂災害
警戒区域ごとに警戒避難体制に関する事項を
定めている。同計画では、土砂災害警戒区域
の情報連絡について土砂災害警戒区域の異常
現象及び災害状況を迅速に把握するための関
係機関、地元の連絡員等の体制が記載されて
いる。国土交通省九州地方整備局鹿児島国道
事務所21)は、国道10号の異常気象時通行規制区間（磯～重富の11.3km、連続雨量200mmに達した時点で通行
止）を設定しており、同区間の一部がArea2集成館に面している。同区間は交通需要に対応した十分な交通
容量が確保できておらず、慢性的な交通渋滞が発生している。世界遺産登録された地域では、観光客が急増
する例22)が見られ、Area2の周辺道路においても更なる渋滞の可能性23)がある。一方、同区間を含む国道10
号では、交通渋滞の緩和、交通安全の向上等を目的にバイパス計画21)が検討されている。 
本項で述べた過去の災害状況や防災計画、各種対策事例等は、Area2の保全状況資産に影響を与える諸条
件（表3:4b）のうち、(i)開発による圧力、(iii) 自然災害や危機対策、(iv)観光による圧力を検討する上で重
要な情報である。本稿ではArea2について述べたが、提案する本遺産群それぞれの地形・地域特性を踏まえ
共通事項を整理し、世界遺産登録に必要な包括的保存管理計画24)を策定すべきと考える。 
 
(3)災害予知について 
 斜面崩壊や土石流などの土砂災害は、誘因である降雨と素因である地盤特性（地形・地質・土質等）が複
雑に絡み合って発生する。前項で述べた土砂災害の危険度予測16),17)は、過去の災害履歴や適用事例の蓄積に
より有用であるが誘因となる雨量のみを用いており、素因である地盤特性の詳細情報をインプットできない。
集成館 
吉野台地 
鹿児島湾 
図16 Area2周辺の土砂災害警戒区域18) 
図17 Area2周辺の土石流危険渓流，急傾斜地崩壊危険箇所18) 
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 鹿児島市地域防災計画25)では、 防災研究の推進
として市、県、関係研究機関との協力により、災
害及び災害対策に関する調査研究を実施し、その
成果の活用に努め、特殊土壌であるシラスの防災
対策について、砂防、治山、農地保全の各面から
総合的な調査研究に努めることとしている。 
例えば、北村らは不飽和土質力学の体系化に関
する研究26)を行っている。本項では、シラス含む
不飽和地盤のモニタリングシステム5)～7) ,28)や降雨
時のみならず晴天時もシミュレーション可能な地
盤の数値力学モデル8),27),29)について述べる。 
降雨による土砂災害（斜面崩壊）は、雨水が地
盤（斜面）内に浸透し含水量を変化させ、斜面
（土塊）の自重を増加させるとともに土塊を構成
する土粒子の粒子間力（サクション）を変化させ
ることにより発生することが定性的には考えられ
る。北村らは雨量計、テンシオメーター（サクシ
ョン計測）、温度計と自動計測のためのデータロ
ガーから構成される現地計測システム5)～7)（図18 
概略図）を提案している。現地計測システムによ
り、地盤内のサクション（含水状態）を経時的に
把握することが可能である。さらに、松崎ら28)は
晴天時の地盤の蒸発挙動を定量的に評価するため
試作ライシメータ、気象観測装置による計測（図
19 計測例）を行っている。宮本ら8),27),29)は不飽和
地盤の浸透・蒸発挙動の数値力学モデルを提案し、
数値シミュレーションを行っている。 
今後、素因である地盤特性（地形・地質・土質
等）に関するの研究がさらに進み、土砂災害の危
険度判定等に活用可能になれば、予測精度がさら
に向上すると考える。 
 
４．まとめ 
 
 本稿では、「九州・山口の近代化産業遺産群」
の概要と構成資産候補の地形・地域特性を整理す
るとともにArea2（集成館）周辺での過去の災害
や土砂災害予測、防災計画、土砂災害の研究事例
について述べた。本稿の研究成果を以下にまとめ
る。 
・ 「九州・山口の近代化産業遺産群」はシリアルノミネーションであり、広域で地形・地域特性も異
なるため、地形特性（山地部、沿岸・平野部）、地域特性（工業地域、住居地域、非住居地域）に
より整理し、類似する構成資産候補を分類した。 
・ Area2について、1993年災害箇所と3次元数値地図を比較するとともに土砂災害警戒情報等について
述べ、構成資産候補周辺の防災対策の必要性についてまとめた。 
・ 素因である地盤特性も含めた土砂災害危険度予測が可能になれば、危険度予測の精度が向上するこ
とを研究事例から示した。 
 
図18 現地計測システムの概略図5),6),7) 
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図19 計測例28)  
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 今後、「九州・山口の近代化産業遺産群」の世界遺産登録に向けた取組において、構成資産の包括的保存
管理計画のみならず、周辺地域の防災・減災も含めた検討や研究を進めていきたい。 
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